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コートジボワール1中高等学校における思春期学生の

性に関する知識・行動・意識
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目的　コートジボワールの思春期の学生を対象に，性教育実施の基礎資料作成を目的とした性に

関する知識・行動・意識に関する調査を実施した。

方法　コートジポワールの1中・高校生男女2,097人を対象に自記式調査票による調査を実施し

た。調査項目は，対象の属性，性に関する知識，初体験を含む性行動，性の主体性など性

意識を間う設問（女子21問，男子20問）である。各項目について男女別に集計し，性に関

する知識の項目については男女間の比較を，避妊行動については学年間の比較を，また性

に対する主体性と避妊行動との関連についても検討した。

成績　有効回収数は695人（男子278人，女子417人），回収割合は33.1％であった。初体験をした

対象者の割合は男子84.2％，女子46.59％，初体験の平均年齢は男子14.3歳，女子15.6歳であ

った。避妊の実施割合は男子49.6％，女子46.9％であった。性に関する知識は低学年におい

ては女子より男子の方が高いものの，高学年ではその差が縮小する傾向がみられた。避妊

の実施割合は学年があがるにつれ上昇した。性に関する主体性が高い群では避妊する傾向

があることが示唆された。

結論　コートジボヮールの1中・高校を対象にした性に関する知識・行動・意識の実態に関する

調査の結果，男子の8割以上，女子の約半数に性体験があり，性に関する知識の男女差は学

年があがるにつれ減少し，性に関する主体性が高い生徒において避妊する割合が高くなる傾

向が示された。
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